
(57)【要約】

【課題】　車輌運転者に対して歩行者の存在又は歩行中

の動きを極めて明確に認識させることができ、どのよう

な場所にも簡単に設置でき、保守点検が不要であり、小

型で電池容量が小さくでき、しかも、耐用年数の長い交

通安全システムを提供する。

【解決手段】　横断歩道標識の一部に太陽電池パネル、

バッテリー、ストロボ発光装置及び赤外線センサーを付

設し、ストロボ発光装置を歩行者の横断中のみ作動させ

て該歩行者を間欠的に照明することを特徴とする交通安

全システムであって、該ストロボ発光装置は２個のスト

ロボ発光体を有し、これらが交互に発光される。指示標

識体内にバッテリー及び制御装置を内蔵し、太陽電池パ

ネルは指示標識体の枠体表面に設置され、ストロボ発光

装置は、上記赤外線センサーにより横断歩行者を検知し

た信号によって起動されるストロボタイマーの設定時間

のみ作動する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
横 断 歩 道 標 識 の 一 部 に 太 陽 電 池 パ ネ ル 、 バ ッ テ リ ー 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 及 び 赤 外 線 セ ン サ
ー を 付 設 し 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 を 歩 行 者 の 横 断 中 の み 作 動 さ せ て 該 歩 行 者 を 間 欠 的 に 照 明
す る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、 上 記 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 は ２ 個 の ス ト ロ ボ 発
光 体 を 有 し 、 こ れ ら が 交 互 に 発 光 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、 上 記 横 断 歩 道 標 識 は ３ 角 形 の ボ
ッ ク ス 状 の 指 示 標 識 体 部 分 を 有 し 、 該 指 示 標 識 体 内 に 上 記 バ ッ テ リ ー 及 び 制 御 装 置 を 内 蔵
し て い る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 請 求 項 ３ に 記 載 の 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、 上 記 太 陽 電 池 パ ネ ル は 上 記 指 示 標 識 体
の 枠 体 表 面 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 請 求 項 ４ に 記 載 の 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、 上 記 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 は 、 上 記 赤 外 線
セ ン サ ー に よ り 横 断 歩 行 者 を 検 知 し た 信 号 に よ っ て 起 動 さ れ る ス ト ロ ボ タ イ マ ー の 設 定 時
間 の み 作 動 す る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 請 求 項 １ ～ ５ に 記 載 の 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 か ら の 光 は 、 横
断 歩 行 者 の 車 輌 接 近 側 面 に 向 け て 照 射 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 請 求 項 ３ ～ ６ に 記 載 の 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、 上 記 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 及 び 赤 外 線
セ ン サ ー は 、 上 記 指 示 標 識 体 の ボ ッ ク ス 状 部 分 の 下 部 に 、 そ の 巾 内 で 設 置 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 交 通 安 全 シ ス テ ム に 係 り 、 特 に 、 夜 間 の 横 断 歩 道 上 に お け る 歩 行 者 の 存 在 を 車
輌 運 転 者 に 注 意 喚 起 す る た め の 、 新 規 な 照 明 手 段 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 車 輌 運 転 者 に と っ て 横 断 歩 道 標 識 を 夜 間 に 認 識 し や す く す る た め に 、 該 横 断
歩 道 標 識 に 照 明 手 段 を 内 蔵 さ せ る も の は 知 ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 横 断 歩 道 標 識 本
体 の 内 部 に 照 明 灯 を 組 み 込 み 、 ま た 、 該 横 断 歩 道 標 識 本 体 の 下 部 に は 、 横 断 歩 道 面 を 照 射
す る た め の 照 明 灯 を 設 け る こ と が 行 わ れ て い る 。
　 そ し て 、 上 記 標 識 に 内 蔵 さ れ る 照 明 灯 は 、 例 え ば 一 般 的 な 蛍 光 灯 に 加 え て 点 滅 表 示 用 照
明 灯 を 並 設 し た も の も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う な 公 知 の 交 通 安 全 シ ス テ ム に あ っ て は 、 横 断 歩 道 に 接 近 し
た 車 輌 を 検 出 す る こ と に よ っ て 横 断 歩 道 標 識 を 発 光 さ せ 、 夜 間 の 車 輌 運 転 者 に 横 断 歩 道 の
存 在 を 知 ら せ る と 同 時 に 、 歩 行 者 に 対 し て は 、 車 輌 が 接 近 中 で あ る こ と を 音 声 装 置 に よ り
知 ら れ る ご と き シ ス テ ム が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ に お い て 、 例 え ば 横 断 歩 道 １ に は そ の 道 路 両 側 に 横 断 歩 道 標 識 ２ ， ２ が 設 置 さ れ て
お り 、 そ の 標 識 の 表 示 面 に 歩 行 者 の 姿 が 発 光 素 子 Ｅ Ｌ に よ り 描 か れ て い る 。
　 ま た 、 該 標 識 ２ ， ２ の 表 示 面 の 適 所 に 図 示 し な い 車 輌 検 出 セ ン サ ー が 設 け ら れ て お り 、
そ の 他 に も 昼 夜 検 出 セ ン サ ー ３ ， ３ が 付 設 さ れ 、 昼 夜 検 出 セ ン サ ー が 一 定 の 暗 さ を 検 出 し
、 前 記 車 輌 検 出 セ ン サ ー が 例 え ば 車 輌 ４ の ラ イ ト を 検 出 し た と き に 、 太 陽 電 池 ５ で 充 電 さ
れ た バ ッ テ リ ー を 電 源 と す る 電 気 回 路 を 一 定 時 間 だ け 閉 成 し て 、 標 識 ２ の 上 記 歩 行 者 の 姿
を Ｅ Ｌ に て 表 示 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 同 図 に お い て 、 横 断 歩 道 １ の 道 路 両 側 に は 更 に 歩 行 者 用 標 識 ６ ， ６ が 設 置 さ れ て お り 、
こ の 標 識 ６ ， ６ は 夫 々 太 陽 電 池 ７ ， ７ と バ ッ テ リ ー を 有 し て お り 、 前 記 横 断 歩 道 標 識 ２ と
無 線 信 号 ８ に 連 動 す る た め の 電 気 回 路 が 組 み 込 ま れ て い る 。 そ し て 、 発 光 体 と 共 に 警 報 音
、 注 意 音 声 等 を 同 時 に 出 す よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 従 来 公 知 の 交 通 安 全 シ ス テ ム に お い て は 、 夜 間 の 車 輌 運 転 者 に 対 し て 横 断 歩
道 の 設 置 場 所 を 認 識 さ せ 、 歩 行 者 に 対 し て 車 輌 の 接 近 を 知 ら せ る 効 果 は 奏 す る こ と が で き
る 。
　 ま た 、 太 陽 電 池 と バ ッ テ リ ー を 組 み 合 わ せ て 横 断 歩 道 標 識 の た め の 電 源 と す る こ と も 可
能 で あ る が 、 例 え ば 、 表 示 灯 内 に 設 け た 通 常 の ラ ン プ 等 を 点 滅 さ せ る 形 式 の も の に あ っ て
は 太 陽 電 池 等 が 大 型 化 す る 欠 点 が あ り 、 更 に 車 輌 運 転 者 に と っ て は 、 実 際 に 横 断 歩 道 上 を
歩 行 者 が 横 断 中 で あ る か 否 か を 判 別 し 難 い と 言 う 欠 点 が あ っ た 。 ま た 、 該 歩 行 者 の 存 在 を
明 確 に さ せ る た め に は 、 通 常 の 照 明 灯 を 用 い る と 電 力 消 費 が 大 き く な る た め に 、 太 陽 電 池
等 を 用 い て ど の よ う な 状 況 の 場 所 に で も 容 易 に 標 識 を 設 置 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ７ ７ ０ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ２ ８ ０ ０ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 欠 点 を 解 消 し 、 車 輌 運 転 者 に 対 し て 歩 行 者 の 存 在 又 は 歩 行 中 の 動 き
を 極 め て 明 確 に 認 識 さ せ る こ と が で き 、 ど の よ う な 場 所 に も 簡 単 に 設 置 で き 、 保 守 点 検 が
不 要 で あ り 、 小 型 で 電 池 容 量 が 小 さ く で き 、 し か も 、 耐 用 年 数 の 長 い 交 通 安 全 シ ス テ ム を
提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 は 、 横 断 歩 道 標 識 の 一 部 に 太 陽 電 池 パ ネ ル 、 バ ッ テ リ ー 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 及 び
赤 外 線 セ ン サ ー を 付 設 し 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 を 歩 行 者 の 横 断 中 の み 作 動 さ せ て 該 歩 行 者 を
間 欠 的 に 照 明 す る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ っ て 、 該 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 は ２
個 の ス ト ロ ボ 発 光 体 を 有 し 、 こ れ ら が 交 互 に 発 光 さ れ る も の で あ る 。
　 ま た 、 横 断 歩 道 標 識 は ３ 角 形 の ボ ッ ク ス 状 の 指 示 標 識 体 部 分 を 有 し 、 該 指 示 標 識 体 内 に
上 記 バ ッ テ リ ー 及 び 制 御 装 置 を 内 蔵 し て い る 。
　 上 記 太 陽 電 池 パ ネ ル は 上 記 指 示 標 識 体 の 枠 体 表 面 に 設 置 さ れ 、 上 記 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 は
、 上 記 赤 外 線 セ ン サ ー に よ り 横 断 歩 行 者 を 検 知 し た 信 号 に よ っ て 起 動 さ れ る ス ト ロ ボ タ イ
マ ー の 設 定 時 間 の み 作 動 す る こ と を 特 徴 と し 、 更 に 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 か ら の 光 は 、 横 断
歩 行 者 の 車 輌 接 近 側 面 に 向 け て 照 射 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 シ ス テ ム で あ る 。
　 更 に 、 上 記 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 及 び 赤 外 線 セ ン サ ー は 、 函 状 の 指 示 標 識 体 下 部 と 表 示 板 と
で 形 成 す る 凹 所 に 収 納 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 格 別 の 効 果 の 第 １ は 、 ス ト ロ ボ を 発 光 さ せ て 横 断 歩 行 者 を 照 射 す る こ と に
よ っ て ス ト ロ ボ 効 果 を 生 み 、 こ れ が 運 転 中 の ド ラ イ バ ー の 注 意 喚 起 と な る こ と で あ る 。
　 第 ２ に 、 ２ 個 の ス ト ロ ボ 発 光 体 を 交 互 に 点 滅 さ せ て い る の で ス ト ロ ボ の 寿 命 が ２ 倍 に な
り 、 メ ン テ ナ ン ス 期 間 が 長 く な る と 共 に 、 そ の 他 の 部 材 等 の 耐 用 期 間 と 略 同 一 と す る こ と
が で き る 。
　 第 ３ に 、 本 発 明 の ス ト ロ ボ 発 光 装 置 は 、 横 断 歩 行 者 を 車 輌 進 行 方 向 手 前 側 か ら 直 接 に 照
明 さ れ る こ と か ら 、 従 来 の 一 般 的 な 照 明 に 比 べ て 歩 行 者 の 照 明 部 分 （ 光 の 当 る 面 積 ） が 広
く な り 、 極 め て 明 瞭 に 視 認 す る こ と が で き る 。
　 更 に 第 ４ に 、 本 発 明 は ス ト ロ ボ 発 光 に よ っ て 間 欠 的 に 歩 行 者 を 照 明 す る も の で あ る か ら
、 照 明 の た め の 消 費 電 力 が 少 な く て す み 、 比 較 的 小 形 の 太 陽 電 池 に よ っ て 十 分 に 作 動 さ せ
る こ と が で き 、 メ ン テ ナ ン ス を 不 要 と す る も の で あ る 。
　 更 に 第 ５ に 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 及 び 赤 外 線 セ ン サ ー を 指 示 標 識 体 の 枠 体 の 巾 内 に 納 め る
こ と に よ っ て 、 降 雪 地 域 に お け る ス ト ロ ボ 発 光 装 置 及 び 赤 外 線 セ ン サ ー へ の 着 雪 を 軽 減 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ５ に よ り 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 交 通 安 全 シ ス テ ム が 設 置 さ れ て い る 横 断 歩 道 を 歩 行 者 が 横 断 中 で
あ り 、 こ の よ う な 歩 行 者 を 車 輌 運 転 者 の 視 点 で 、 そ の 認 識 状 態 を 表 わ す 説 明 図 で あ る 。
　 道 路 １ ０ の 側 部 で あ り 横 断 歩 道 １ １ が 設 置 さ れ て い る 位 置 に は 、 従 来 公 知 の 横 断 歩 道 表
示 部 を 有 す る 指 示 標 識 １ ２ が 設 置 さ れ て お り 、 該 指 示 標 識 １ ２ は 当 然 に 道 路 １ ０ の 反 対 側
の 側 部 に も 図 示 の も の と 反 対 向 き に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 図 中 の 符 号 １ ４ ， ２ ０ ， ２ ６
， ３ ０ は 夫 々 、 後 に 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 支 柱 、 指 示 標 識 体 、 人 感 セ ン サ ー 、 ス ト ロ ボ
発 光 装 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 図 中 の 人 影 は 左 側 か ら 、 暗 表 示 Ｍ １ 、 明 表 示 Ｍ ２ 、 暗 表 示 Ｍ ３ 、 明 表 示 Ｍ ４ ・
・ ・ の 順 に 描 か れ て い る が 、 こ れ ら は 図 中 の フ ラ ッ シ ュ 光 １ ３ に よ っ て 間 欠 的 に 照 明 さ れ
る 歩 行 者 の 像 Ｍ ２ ， Ｍ ４ ・ ・ ・ と 、 そ の 間 の 照 明 さ れ な い 状 態 で の 仮 想 像 Ｍ １ ， Ｍ ３ ・ ・
・ と を 示 す も の で あ る 。 ま た 、 こ れ ら 明 暗 の 歩 行 者 像 を 説 明 の た め に 、 時 系 列 的 に 配 列 表
示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ ～ 図 ４ は 、 上 記 指 示 標 識 １ ２ を 構 成 す る ス ト ロ ボ 付 き 指 示 標 識 体 ２ ０ の 右 側 面 図 、
左 側 面 図 及 び 背 面 図 を 夫 々 示 し て お り 、 該 ス ト ロ ボ 付 き 指 示 標 識 体 ２ ０ が 、 図 １ に 示 す よ
う に 、 従 来 の 指 示 標 識 １ ２ と 同 様 に 、 支 柱 １ ４ に よ り 支 持 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 上 述 の ご と く 指 示 標 識 体 ２ ０ の 右 側 面 図 で あ っ て 、 図 左 側 の 表 面 表 示 板 ２ ２ の
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標 示 面 に は 、 従 来 の 指 示 標 識 と 同 様 に 横 断 歩 道 表 示 像 が 描 か れ て い る が 、 こ こ で は 省 略 さ
れ て い る 。
　 該 指 示 標 識 体 ２ ０ の 一 部 を 構 成 す る 枠 体 ２ １ は 、 略 ５ 角 形 の 上 記 表 示 板 ２ ２ と 図 ４ に 明
ら か な 略 ３ 角 形 の 裏 面 板 ２ ９ と 共 に 、 一 定 巾 を 有 す る 一 部 ボ ッ ク ス 状 の 指 示 標 識 体 ２ ０ を
構 成 し て お り 、 そ の 枠 体 ２ １ の 表 面 に は 、 例 え ば 後 述 す る ２ 個 の 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ３ ， ２
３ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 該 枠 体 ２ １ の 底 部 は 上 記 表 示 板 ２ ２ の 下 部 と 協 同 し て 、 本 発 明 の １ つ の 特 徴 的 構
成 で あ る ス ト ロ ボ 発 光 装 置 ３ ０ の た め の 凹 所 ２ ４ を 構 成 し て 、 該 凹 所 ２ ４ 内 に は ２ 個 の ス
ト ロ ボ 発 光 体 ２ ５ ， ２ ５ （ 図 ４ 参 照 ） が 設 置 さ れ て い る 。 更 に 、 上 記 枠 体 ２ １ の 底 面 部 凹
所 ２ ４ 内 に は 人 感 セ ン サ ー で あ る 赤 外 線 セ ン サ ー ２ ６ が 設 置 さ れ て お り 、 歩 行 者 が 横 断 歩
道 部 分 に 接 近 す る と 検 出 信 号 を 発 す る よ う に 、 適 宜 の 方 向 に 向 け て 調 節 可 能 と さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 上 記 指 示 標 識 体 ２ ０ の 左 側 面 図 で あ っ て 、 例 え ば ３ 角 形 の 上 記 枠 体 ２ １ の 左 右
各 上 側 面 に は ２ 個 の 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ３ ， ２ ３ が 設 置 さ れ て い る と 共 に 、 該 枠 体 ２ １ の 底
部 に は 上 述 の ス ト ロ ボ 発 光 装 置 ３ ０ 及 び 赤 外 線 セ ン サ ー ２ ６ が 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、
該 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 ３ ０ の 各 ス ト ロ ボ 発 光 体 ２ ５ ， ２ ５ （ 図 ４ 参 照 ） は 、 歩 行 者 に 対 す る
照 射 光 の 方 向 が 車 輌 進 行 方 向 側 か ら 照 射 で き る よ う に 設 置 固 定 さ れ 、 角 度 が 調 節 可 能 と さ
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 、 上 記 指 示 標 識 体 ２ ０ の 背 面 図 で あ っ て 、 上 述 の 通 り に 枠 体 ２ １ の 左 右 上 側 面 に
２ 個 の 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ３ ， ２ ３ が 設 け ら れ る と 共 に 、 そ の 底 部 に ２ 個 の ス ト ロ ボ 発 光 体
２ ５ ， ２ ５ を 有 す る ス ト ロ ボ 発 光 装 置 ３ ０ 及 び 赤 外 線 セ ン サ ー ２ ６ が 固 定 さ れ て い る 。
　 ま た 、 上 記 ボ ッ ク ス 状 の 部 分 を 形 成 す る 略 ３ 角 形 の 裏 面 板 ２ ９ の 中 央 上 下 部 分 に は 、 図
示 し な い 固 定 手 段 を 用 い て 指 示 標 識 体 ２ ０ を 支 柱 １ ４ （ 図 １ 参 照 ） に 調 節 自 在 に 固 定 す る
た め の 、 ス ラ イ ド チ ャ ン ネ ル ２ ７ ， ２ ７ を 有 し て い る 。 し か し 、 こ れ 自 体 は 周 知 の 構 造 で
あ り 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 様 な 構 造 の 指 示 標 識 体 ２ ０ の ボ ッ ク ス 部 分 は 、 一 例 と し て 、 巾 約 ２ ０ ０ ｍ ｍ の 枠 体
２ １ と 高 さ 約 ４ ８ ０ ｍ ｍ 、 巾 約 ５ ９ ０ ｍ ｍ の 略 ３ 角 形 の 裏 面 板 ２ ９ と 一 般 的 な 略 ５ 角 形 の
表 示 板 ２ ２ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 該 ボ ッ ク ス 部 分 の 下 部 に は 上 述 の 凹 所 ２ ４ を 形 成 す る も
の で あ る 。 こ の 様 に し て 、 巾 広 の 枠 体 ２ １ の 表 面 に は 左 右 各 １ 個 の 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ３ ，
２ ３ が 設 置 可 能 で あ り 、 凹 所 ２ ４ に は ス ト ロ ボ 発 光 装 置 ３ ０ 及 び 赤 外 線 セ ン サ ー ２ ６ を 、
ボ ッ ク ス 部 分 の 巾 内 に 十 分 収 容 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ は 、 上 記 の 本 発 明 に 係 る 交 通 安 全 シ ス テ ム を 制 御 す る た め の 回 路 説 明 図 で あ る 。 上
記 の 指 示 標 識 体 ２ ０ の ボ ッ ク ス 内 に は 制 御 部 ３ １ 及 び バ ッ テ リ ー ３ ２ が 内 蔵 さ れ て お り 、
ス ト ロ ボ 発 光 体 ２ ５ ， ２ ５ の た め の 電 力 を 供 給 す る 。
　 す な わ ち 、 該 指 示 標 識 体 ２ ０ に 設 け ら れ た バ ッ テ リ ー ３ ２ は 通 常 の Ｄ Ｃ ６ Ｖ の バ ッ テ リ
ー を ２ 個 接 続 し 、 上 述 の 太 陽 電 池 パ ネ ル （ ソ ー ラ ー ） ２ ３ ， ２ ３ か ら の 電 力 を 、 夜 間 検 出
充 放 電 回 路 ３ ３ を 介 し て 該 バ ッ テ リ ー ３ ２ に 常 時 供 給 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 人 感 セ ン サ ー ２ ６ は 上 述 の 赤 外 線 セ ン サ ー ２ ６ （ 図 ２ 等 参 照 ） で あ っ て 、 該 セ ン
サ ー ２ ６ が 横 断 歩 道 に 接 近 し た 歩 行 者 を 検 出 す る と ス イ ッ チ ２ ７ を 閉 成 し 、 そ の 出 力 は 動
作 タ イ マ ー ３ ４ を 起 動 す る 。 上 記 夜 間 検 出 充 放 電 回 路 ３ ３ は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ３ ， ２ ３
か ら の ソ ー ラ ー 入 力 の 低 下 を 検 出 し て 作 動 す る も の で あ り 、 例 え ば ソ ー ラ ー 入 力 の 電 圧 が
３ ～ ４ Ｖ 以 下 に 低 下 す る と 、 こ れ を 夜 間 で あ る と 認 識 す る こ と に よ っ て 、 上 記 バ ッ テ リ ー
３ ２ の 蓄 電 力 を 出 力 さ せ る 働 き を す る も の で あ る 。
　 な お 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ３ ， ２ ３ の 総 起 電 力 は 、 最 高 約 １ ５ Ｖ と さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 続 い て 制 御 部 ３ １ の 作 動 に つ い て 説 明 す る と 、 昼 間 に 太 陽 電 池 パ ネ ル ２ ３ ， ２ ３ か ら の
起 電 力 を バ ッ テ リ ー ３ ２ に 蓄 電 さ れ て お り 、 夕 方 の 太 陽 光 量 の 減 少 に 伴 っ て 起 電 力 が 低 下
す る と 、 こ れ を 夜 間 検 出 充 放 電 回 路 ３ ３ 部 で 検 知 す る と 共 に 、 こ れ に 基 づ い て バ ッ テ リ ー
３ ２ の 電 圧 を 一 致 回 路 ３ ５ 部 分 に 印 加 す る 。
　 こ の 状 態 に お い て 、 例 え ば 図 １ に 示 す 横 断 歩 道 １ １ に 歩 行 者 が 接 近 す る と 、 人 感 セ ン サ
ー で あ る 赤 外 線 セ ン サ ー ２ ６ が 検 出 し 、 こ の 出 力 を 上 記 の 一 致 回 路 ３ ５ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 致 回 路 ３ ５ に お い て 、 上 記 夜 間 検 出 充 放 電 回 路 ３ ３ か ら の 出 力 と 上 記 人 感 セ ン サ ー ２
６ か ら の 動 作 タ イ マ ー 出 力 を 合 わ せ て 検 出 す る と 、 該 一 致 回 路 ３ ５ か ら の 出 力 に よ っ て ス
ト ロ ボ タ イ マ ー ３ ６ が セ ッ ト さ れ 、 こ の タ イ マ ー ３ ６ の セ ッ ト 時 間 内 で 、 間 欠 的 な ス ト ロ
ボ 作 動 信 号 が ス ト ロ ボ 作 動 信 号 発 生 装 置 ３ ７ よ り 発 せ ら れ る 。 そ し て 、 こ の と き の ス ト ロ
ボ の 作 動 時 間 及 び 間 隔 は 自 在 に 調 節 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。 ま た 、 上 記 タ イ マ
ー ３ ６ の セ ッ ト 時 間 が 経 過 す る と 、 ス ト ロ ボ の 作 動 は 自 動 的 に 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 場 合 、 上 記 ス ト ロ ボ タ イ マ ー ３ ６ に よ っ て 制 御 さ れ る ス ト ロ ボ 制 御 出 力 は 、 図
２ で 明 ら か な ご と く 、 ２ 個 の ス ト ロ ボ 発 光 体 ２ ５ ， ２ ５ に 交 互 に 供 給 さ れ 、 従 っ て 、 こ れ
ら ２ 個 の ス ト ロ ボ 発 光 体 ２ ５ ， ２ ５ が 交 互 に 発 光 作 動 す る こ と と な る 。
　 具 体 的 に は 、 図 １ で 説 明 さ れ た 人 影 の 明 表 示 Ｍ ２ が 仮 に 最 初 の 制 御 信 号 に よ る 一 方 の 発
光 体 の 発 光 に よ っ て 照 明 さ れ た と す る と 、 設 定 時 間 後 の 次 の 制 御 信 号 に よ っ て 、 同 じ く 人
影 の 明 表 示 Ｍ ４ が 他 方 の 発 光 体 に よ っ て 照 明 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 図 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 横 断 歩 道 １ １ に 接 近 し た 歩 行 者 は 赤 外 線 セ
ン サ ー ２ ６ に よ っ て 検 出 さ れ る と 同 時 に 、 ス ト ロ ボ 発 光 装 置 ３ ０ に よ っ て 間 欠 的 に 歩 行 者
の 照 明 像 を 発 生 さ せ る の で 、 車 輌 運 転 者 は そ の ス ト ロ ボ 効 果 に よ っ て 、 遠 方 か ら も 明 瞭 に
歩 行 者 の 存 在 に 気 付 く も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 交 通 安 全 シ ス テ ム に お け る 、 横 断 歩 行 者 の 認 識 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 指 示 標 識 体 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 指 示 標 識 体 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 指 示 標 識 体 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 交 通 安 全 シ ス テ ム の 制 御 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 公 知 の 交 通 安 全 シ ス テ ム の 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ １ 　 横 断 歩 道
　 １ ２ 　 指 示 標 識
　 １ ３ 　 フ ラ ッ シ ュ 光
　 ２ １ 　 枠 体
　 ２ ２ 　 表 面 表 示 板
　 ２ ３ 　 太 陽 電 池 パ ネ ル
　 ２ ４ 　 凹 所
　 ２ ５ 　 ス ト ロ ボ 発 光 体
　 ２ ６ 　 赤 外 線 セ ン サ ー
　 ２ ９ 　 裏 面 板
　 ３ ０ 　 ス ト ロ ボ 発 光 装 置
　 ３ １ 　 制 御 部
　 ３ ２ 　 バ ッ テ リ ー
　 ３ ３ 　 夜 間 検 出 充 放 電 回 路
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　 ３ ４ 　 動 作 タ イ マ ー
　 ３ ５ 　 一 致 回 路
　 ３ ６ 　 ス ト ロ ボ タ イ マ ー
　 Ｍ １ 、 Ｍ ３ 　 暗 表 示 像
　 Ｍ ２ 、 Ｍ ４ 　 明 表 示 像
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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